
年度 2007  学期 前期 曜日・校時  金 3       必修選択  必修 単位数  1 

授業科目/(英語名) 総合英語 Ⅰ 
Comprehensive English Ⅰ 

対象年次 １年次 講義形態 演習 教室  

対象学生(クラス等)  Ka            科目分類 外国語科目（英語） 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員： 大坪 有実  /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ： r_otsubo@hotmail.co.jp  /研究室： 非常勤講師室         
/オフィスアワー：火曜日 12：00～12：50 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標  
授業のねらい： 
文法知識の徹底、語彙力をさらにつけることに加え、エッセイの論理的な読み方を養成することをねらいとする。 
 
授業方法： 
読む・書く・聞く・話す の 4 技能のうち特に読む・書く の 2 技能に重点を置く。 
 
授業到達目標： 
論理的に読む力を身に付けることにより、各トピックが何を訴えているのか分析することができる。また、読み手に理解される 
文章を書くことができる。 
 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)    
授業内容（概要） 
一回の授業で一課を読んでいく。エッセイを通し、英文構造（導入～結論へ）の流れを理解し、各段落の要点を掴んでいく。 
英文構造の流れを理解することで、英文を速読できるように鍛えていきます。 
 
第１回  Introduction 
第２回  Conclusions/Reasons 
第３回  Analysis/Boom 
第４回  Analysis/Social Phenomena 
第５回  Theory/Proof 
第６回  Controversy 
第７回  Comparison/Contrast 
第８回  Classification 
第９回  Chronological Order (History) 
第１０回 Cause & Effect 
第１１回 Process 
第１２回 Explanation (Theory) 
第１３回 Definition 
第１４回 Explanation (Statistics) 
第１５回  定期試験  
 
 
 

キーワード  
教科書・教材・参考書 
 
 
 

Outlook on Society    南雲堂  ￥1,785 
 
 
 

成績評価の方法・基
準等 

定期試験        60% 
授業態度・課題    30% 
積極的な授業への参加状況  10％ 
を総合的に判断する。 
 
 

受講要件(履修条件)  
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  
 

 


